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Abstract 

The westward beyond the continental shelf off th巴 JapanSea side of Hokkaido is the 

continental borderland which includes many banks, basins and troughs. The western margin 

of the continental borderland is the Okushiri Ridge, the western flank of which is the conti-

nental slope joining to deep basin of the Japan Sea. 

Reflection survey by continuous s巴ismicprofiler was carried out along all sounding 

lines. On the records of reflection survey, the lowest formation was the acoustical Basem巴nt

which was acoustically opaque portion. The Basement distribute at north of the Cape Sha-

kotan and 耳vestof the Cap巴 Ofuyu; they are just both sides of the continuation of the 

Ishikari Lowland. Another distributions are seen in the two zones of WNW ESE trend; 

Mashike-Otaru Bank and Teur・iIs.-Yagishiri Is. Musashi Bank. 

Th巴 loweracoustically opaque layer called the E Formation and correlated to the Masルl

horo Stage (Mid-Miocene〕issuperposed on the Basement. The sea of the E Formation was 

attained to the maximum extent. There wer巴 palaeo-islandsin the environs of th巴 Cape
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Ofuyu, Otaru Bank and Musashi Bank. 

Th巴 DFormation superposed on the E Formation is remarkable acoustically transparent 

layers. In th巴 DStage, the uplifts and subsidences were occurred in many places. Gene-

rally, the deposition of the D Formation had been continued over whole area especially in 

the Ishikari Basin and its environs, but following events had occurred; the subsidence and 

deposition along the inside of the Rishiri-Shokanbetsu Zone which is nearly sited at shelf 

edge, remarkable subsidenc巴 inthe Ishikari Basin, and th巴 d巴pressionof th巴 T巴uriTrough. 

The D Formation is presumablly corr巴latedto the Wakkanai Stage (Late Miocene to early 

Pliocene〕．

After the deposition of th巴 D Formation, tectonic movements had occurred in many 

places; elevation of the Tengu-no-hana Zone, depression of the Rishiri Trough, elevation of 

the Okushiri Ridge, uplifts of th巴 ShakotanSpur and Yoichi Spur, and general elevation 

of the Northern Musashi Bank including Rebun Bank. These movements were named th巴

Tengu-no・hanaDisturbance which resulted the differentiation and reducing of sedimentary 

basins. 

Upper acoustically opaque layers are divided into the C Formation correlated to the 

Koema Stage (Pliocene) and the B Formation to the Sarabetsu Stage (Pleistocene〕. They 

filled the differentiated basins where the C Formation was conformable at central part of 

basins and abutted to und巴rpos巴d sediments at marginal part of basins. However, th巴

general subsidence occurred in the B Stage; the B Formation overlapped the underlying 

sediments 

Post the B Stage, movements completed the submarine configurations in today, and 

the faults and foldings of NNW -SSE to NNE-SSW tr・巴nd. The tectonic movement was called 

theMusashi Bank Disturbanc巴．

Relieves after th巴 MusashiBank D1sturbanc巴 havebeen buned by the horizontal depo・

sition of th巴 AFormation. During the A Stage, the Rishiri Shokanbetsu Zone has b巴巴ndevel-

oped and the Musashi Bank has changed to subside. In the end of the A Stage, it occurred 

the 140 m lowering of sea level in Wiirm Glacial Age, and the truncations of banks and 

conti-nental shelf. Since then, the Northern Musashi Bank and Tengu-no-hana hav巴 b巴en

tilting towards east, the continental shelf towards west and the Otaru Bank towards NW. 

1. はじめに

海上保安庁水路部は，昭和42年度から海底地形図の作成事業を始めた．とれは，陸上の国土基本図K対応、する

海の基本図を作成する事業であり，海底の地形を明らかにするのみならず，海底の地質構造，地磁気，重力異常

なども調査し，総合的科学調査を行なうことにより海底の状況を明らかにし，たんに航海のみを目的とした従来

の航海用海図とは異なり，海洋の開発・利用あるいは海洋の学術的研究等のあらゆる海における事業lζ役立つ一

般図を作成しようという目的を有するものである．この意味で従来の水深誤lj量とは異なる総合的調査である．

ζの事業を始めた当時には，関係各省庁，民間企業においてもとのような企ては皆無であったが，その後急速
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lζ海洋の開発・利用の機運が高まるとともに，海の基本図lζ対する要望も高まってきた．昭和42年度から44年度

には東北地方日本海沿岸の調査が行なわれた．しかしと ζで一段落した際lζ，改めて日本周辺海域における調査

の必要性が再検討された．

東北地方日本海沿岸は，従来から日本の油田地帯の沖合として民間企業による調査もすすめられ，資料も豊富

であり，漁場としても注目されており，乙の海域が海の基本図作成の最初の地域として選定されたζ とは当然の

なりゆきであった．次のプロジェクトとしては，海底鉱物資源の探査計画が考えられている山陰沖，北海道周

辺，九州西方，また水産増養殖の大規模な実験計画や海底牧場の計画のある三陸沖，北海道周辺などが考えられ

た．そして種々の状況を考慮して北海道周辺をとりあげるととになり，とくに石狩j奇から留萌沖がその最初に選

ばれる ζ とになった．

調査にあたったのは測量船「明洋」で，昭和45年度は石狩留萌沖， 46年度は礼文島西方および乙の報告にはの

せなかったが宗谷網走沖を実施した．調査年次と調査従事者は次のとおりである．

昭和45年6月一7月石狩留萌沖佐藤任弘，桜井操，毛戸勝政，田口広，永野真男，中川久穏，内田摩利夫，

大森哲雄，西村英樹，富岡豊，塚本孝雄，五月女稔，熊坂文雄

昭和46年6月 7月礼文島西方小野学，桜井操，間口広，池田、再三永野真男，内田摩利夫，大森哲雄，浜本

文隆，西村英樹，宮問主主，塚本孝雄，五月女稔、，熊坂文雄

2. 調査方法と資料整理方法

との調査は日本沿岸の大陸棚を直接の対象とはしているが，大陸棚と大陸斜面は同じーっの:l1ll形的およひ、地質

構造ー的単位をなしているから，調査範囲は大陸斜面のふもとまでが含められ，沖合の独立した浅所も当然含めら

れている．海岸の方の限界は水深30m以深あるいは距岸2／毎里ていどである．

調1］線の間隔は表現すべき地形，地質，地磁気， ID：力の最小規模によって決まる．地形については大陸棚上で

lOm等深線，大陸斜面でlOOm等深線表現を目標としていたので，大陸棚では 1海里という間隔が考えられた．

しかし沿岸では昔からの！日資料が多いから実際lζはもっと広くする乙とができる．地質構造については陸上の

1/20万地質図を調べた結果， lまlま 4km程度の構造単位を表現すればよきそうだと考えた．地磁気，重力につい

てはあまり前例もなかったが，地質，池形よりは広い間隔ですむであろうと思われた． ζのようなととから全体

的l乙2海恩間隔で調査するととが決められた.iJllJ線方向は既存の資料から予想される地形・地質構造lと直交する

方向をとる ζ とにした．以上はこの事業の全般的方針の一部である．

調査は地形（測位， ill!J深〉，地質構造（音波探査，底質採取〉，地磁気（全磁力測定）， 重力〈船上重力計〉な

どについて行なわれた．とのうち軍力は，測定3れたデータ・テープ与を帰！？後計算機処理するため，時間的lζ整

理がおくれているので重力以外の三項目について述べる．

測位は，当該地域における最善の測位方法によるのが原則であるが，今回は北海道デッカチェーンを利用し，

工事によるデッカ欠射期間lζ陸測を行なったものがごく一部含まれている．今回は伝播速度として陸上伝播速度

298, 700 km/sec ・海上伝擦速度 299,700 km/s巴cを使用してデッカの位置の線を計算した．さらに沿岸部の測

量lζ際して陸測を併用して比較したが，せいぜい図上で lmm以内であり問題はないと考えた．またデッカシス

テム自体の安定性については，北見大和堆付近の測量においてチェックされ問題のないことが明らかにされてお

り，今回とくに定点観測などは行なわなかった．なお，訴I］｛立の間隔は原則として10分ごとである．これによって

船上で常化航跡が記入され，入港i時には記入上の誤りもチェックされて航跡図が完成する．

illi］深は浅海手!iJllJ深機（読み取り単位1m），中深海用測深機（読み取り単位lOm〕を用い，音速改正はl,OOOm 
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以浅は 1m，以深は10mの単位で行なった．音速改正資料は42°00'N, 137°59' Eの1966年8月「清風丸」が実

施した海象観測資料によった．なお潮汐改正は日本海では非常に少ないのでとれを省略した．

音測記録紙の上で 199mを読み音速改正量＋ 1mを加えると実深200mの地点が得られる． ζの地点の持刻を

読み，航跡、図の上で200mの深さの地点を決める ζとができる．とのほか，海底の山・谷の最浅・最深地点・傾

斜変換地点も決めておき，谷線・横線などに注意しながら先lζ決めたラウンドナンバーの水深地点を給んでいく

と海底地形図の素図ができあがる． ζれは後！Cのベる地質構造の面から修正される.i則最中あるいは地形図作成

中には，！日資料を編さんした等深線図をつくっておいて参照し，調整を行なっている．

地質調査は主としてエアガン方式のサイズミックプロファイラーによった．との音波探査記録紙を複写，縮小

し， iJliJ線どとに切断して同方向l乙並べて構造対比を行なう． ζの複写紙の上で情報以外の雑音を消去し，紹出・

断層などの構造を判定し，地層を区分・追跡する．とうして地質の海底面における分布を地質図として表現して

みる．地質図は地質構造や地層の生い立ちを措いたものであるべきで，地質図の素図ができると同時に地質構造

発達史が明らかになっているべきである．地質断面図もこの過程で完成する．もちろん地層の対比も考察怠れ，

採取された底質はとのために使われる．

地磁気全磁力の測定はプロトン磁力討によって， 1分間隔で行なわれ，測定値は水路部の陸上観測所（下里あ

るいは八丈島〉の同期間の観測値の日変化量で補正される．測定値は原則として5分間隔で読みとり，複雑なー変

化を示す所ではさらに細かく読み取って50ガンマ間隔の等深線で示される．ただし，日変化量を補正した｛遣はさ

らに永年変化を考慮して調lj量年度の当初値〈たとえば1970.0年〕 lζしである．従って調整される図は会磁力線図

であるが，その解釈は地域の normaldistributionを考え，平均磁場を取去った磁気異常図によってなされるべ

きである．しかしとれには多少の問題が残されていて，まだ平常化されていない．

重力測定は船上重力計（東京大学型〉により， 10分どとの測定値を用いて20ミリガルのフリーエア異常値の等

値線が拙かれる予定であるが，今回の調査結果が計算処理されるのはもう少し後のことになる．

3， 成 果概要

3・1 地形

石狩i奇から以北の北海道西方海域は，日木周辺のうちでも大陸棚の広い地域であり，とくに武蔵堆付近では

大陸棚の水深lζ相当する広大な独立浅所があり，いくつかの海盆lと分かれている．とれは大陸縁辺地域と呼ぶ

にふさわしい地域である．

石狩湾は積丹仰と雄冬仰にはさまれた北西一南東方向の湾入部で，広い大陸相lを形成している．その沖合の

石狩海盆は水深約800mの深海平坦面を有する．

大陸棚外縁は雄冬沖合から真北lζ伸び，天売・焼尻島西方で北北西lζ方向をかえ，武蔵堆から伸びる天狗の

鼻の先端lζ達し，その方向lζ沿って礼文島西岸lといたる．乙の広大な大陸棚の表面lとは利尻・礼文・天売・焼

尻の島々のほか仙法志堆（折込根・手lj尻根〉がある．

大陸棚の沖lζは北部では地溝をへだてて武蔵堆があり，南部では舟状海盆をへだてて小樽itがある．さらに

西方には積丹岬から伸びる海脚状の背斜部などをへて奥尻海嶺の北部にいたる．乙 ζは何列もの背斜から成る

海嶺で，その西側斜面は日本海で最も深い海盆底へ下る急斜面になっている．

イ大陸棚

一般に大陸棚表面はゆるやかに傾く平坦面であるが，場所によって小さな起伏がみられる．利尻島東側lとは

20～30111の問みがある．利尻一天売・焼尻一暑寒Jjlj岳の地帯には北北間南南東方向〈干I］尻島の長宅h方向） Iζ 
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番号 名 初i 位 霞〈概位〉 水 深 （m)

① 天売舟状海盆 天売島南西方約18M付近を南北l乙伸びる海盆

44° 13' N., 141° 00’E. 

② 石狩海盆 積丹岬北方約20M付近の海盆

43° 43' N., 140° 35' E. 

③ 武蔵海盆 天売島西方約70M付近の海盆

44° 16' N., 139° 42' E. 

④ 利尻舟状海盆 利尻島西方約25M付近を南北に伸びる海盆

45° 08' N., 140° 38' E. 

⑤ 天狗の鼻 天売島北西方約37Mf、Ji互を；It北東から南南西l乙｛中び

る海丘

44° 50' N., 140° 40’E. 139 126 

＠ 天売土佐 44° 30’N., 140° 45' E. 118 

⑦ 天狗のあど 44° 17' N., 140° 42' E. 119 

③ 36共同堆 44° 25’：N., 140° 19' E. 170 

⑨ 南武蔵堆 44° 27' N., 140° 35' E. 126 

⑩ 北武蔵堆 44° 46' N., 140° 20' E. 10 

武蔵堆 上記⑤～⑦，⑨，⑬の総称

＠ 余-m海j肉i 43° 23' N., 140° 45' E. 

⑫ 積丹堆 43° 59' N. , 140° 02’E. 110 

⑬ 東積丹海丘 43° 57' N., 140° 06' E. 337 

⑬ 北積丹海丘 44° 07' N., 139° 51' E. 730 

⑬ 西積丹海丘 44° 01' N., 139° 52' E. 904 

積丹海丘群 上記⑫～⑬の総称

⑬ 忍路海山 44° 25' N. , 139° 32’E. 214 

⑫ 海洋海山 43° 57' N., 139° 15' E. 962 

奥尻海嶺 上記⑮忍路海山から奥尻島を経て南は飛島付近l乙至

る一連の海山，堆，海丘群を含む海嶺

⑬ 礼文堆 45° 29’：N., 140° 26' E. 206 

⑨ 沖武蔵i佳 44° 58'N., 140° OO'E. 149 

雁行する湖底下の摺曲構造l乙関係ある小起伏がみられる．また，いわゆる中間段丘も雄冬山1μから積丹仰にかけ

ては8段以上も存在する．雄冬岬以北では詳しく調べてはいないが，増毛iifilζ50～60mの平坦面があり，ここ

が背斜部にあたっている．

大陸棚外縁は礼文島西方から天狗の鼻先端にかけては明瞭である．天狗の鼻先端から南では不明瞭になる．

しかし天売・焼尻西方では大陸棚の幅が狭まり，ととから留萌沖までの間の外縁はl珂｜僚である．増毛西方から雄

冬岬沖にかけては，ふたたび外縁は不明瞭となりゆるい斜面の途中の 1つの小さな段丘となって追跡される．

雄冬岬沖の基盤の地塊の弱から，外縁はふたたび明瞭になって石狩湾から積丹岬まで追跡するととができ

る． 〈海底地形図参照）
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TABLE 1 CONTINENTAL SHELF AND CONTINENTAL SLOPE 

場 所 距岸距離 タト縁水深 大陸斜面 傾 斜

；礼文西岸（元地） 4.0km 
140～500111 2° 26' 

利尻西岸（沓形） 13.8 140 

天塩川沖 66.8 157 157～220 0° 30' 

苫前沖 37.6 160 160～320 2° 36' 

雄冬自甲沖 7.5 140 140～650 0° 45' 

石狩川口北西方 55.0 165 165～770 1° 20’ 

余市北方 23.0 150 150～750 4° 07' 

積丹自甲j中 10.0 150 150～770 3° 23' 

口大陸斜面

礼文島西方から天狗の鼻にかけての大陸斜面は急峻である．これは外縁の明隠さとも関連があり，礼：丈島西

方では北からつづく北南性の構造軸が，手lj尻島西方では天狗の鼻方向の背斜執が，外縁部lζ存在するととに

よるものであろう．

天塩川西方の斜面はゆるい． ζれは，北北西一南南東方向の背斜が外縁昔話からかなり内側l乙存在するζとに

関係がある．天売・焼尻の西方から留萌沖では傾斜は急になる．乙れも利尻一暑寒別隆起i出・の背斜が外縁に近

く存在するととに関係がある． （海底地形図参照）

雄冬州沖は傾動する古い基盤の表面l乙規定された綬斜面で，その麓は1rr移して不明瞭である．石狩川河口沖

は，小さな海底谷が刻まれるゆるい斜面である．余市から積丹仰にかけては急峻な斜面である．

なお乙の地域全体を大陸縁辺地域だとすると，その最も西縁から臼本海盆lζ下る斜面は大陸斜面である．乙

の傾斜はJk深1800～3400mで約13° ＇ζも達する．

TABLE 2 DEPTHS OF BANKS 

堆 名 今回の最浅 J 1日資料一｜ i丞 名 今問浅｜！日資料の最浅

北武蔵堆 32m lOm 小樽堆南部 161m 

天売堆 118 北積丹海丘 730 769 

天狗のあど 127 119 西積丹j毎丘 904 

36共詞堆 170 東積丹海f王 337 340 

南武蔵堆 126 126 積丹堆 187 194 

天狗の鼻 137 139 
忍路海山

i中武蔵堆 149 155 214 

仙法志i佳折込根 44 139 海洋海山 962 

II 利尻根 54 56 礼文堆 206 227 

小樽堆北部 124 146 
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ハ堆

〔武蔵堆〕 大きくは天狗の鼻を墳として北部と天狗の鼻と南部の 3つに分ける ζ とができる．最浅水深を見

てもわかるように，いずれも大陸棚l乙相当する堆頂而を有している．北部の北武蔵堆は最も広大で， 170～190

m!C外縁に相当する傾斜変換点があり，頂面lζはいくつかの平坦面がある．

中部の天狗の鼻は北北東南南西方向で北武蔵土佐東南方から伸びるもので，地形的lζも地質的にも武蔵堆北

部・武蔵堆南部とは異質で，その中央を貫いて36共同堆から積丹堆lζ連続している．

武蔵堆南部は2ないし3の堆lζ分かれている．天売iをも天狗のあども基盤の摺曲構造ど深い関連がある．天

狗のあどの東側は断層崖で急傾斜であるが，西側斜面は基盤の傾動lζ関連するゆるくなめらかな斜面である．

〔小樽堆〕 地質構造的には北部が古く南部が新しい．乙のような面から見ると地形的lζも異なる 2方向の堆

が重なっている乙とがわかる．

〔積丹海丘群〕 小樽堆の西方l乙は4つの深い堆がある．乙のうち西部の800m等深線で示される広い堆頂面

を有するものを北積丹海丘，南の堆頂のややとがったものを西積丹海丘と称した．

東部の 2つの堆のうち西のものを積丹土佐，東のものを東積丹海丘と称した．積J守i住は比較的とがった堆］頁を

有し，後者は酋l乙傾く堆頂面を有する．天狗の鼻は積丹堆lζ地形的lζも速なっている．

〔海洋海山〕 測量区域西南西の隅にある山で，おそらく尖尻海嶺の北の延長である．

〔忍路海山〕 天売・焼尻島の商方で，区域最西縁部にある山．南北lζ長く速なる．乙れも奥尻海嶺の延長部

である．

〔積丹海脚〕 積丹半島の北方l乙伸びる尾根状の高まりを積丹海j仰と仮称した．今回の区域ではその一部が測

量されたのみで全ぼうは不明であるが，小樽l堆西方をとおって武蔵堆南部の天狗のあどに続くと推定される．

〔礼文堆〕 利尻舟状海盆の閤側，式）1~~堆から北北京l乙のびる高まり上にある堆である．

ニ j毎食

〔石狩i毎盆〕 積丹海脚・武／i；~t佐南部・小待堆および石狩法大陸棚lζl羽まれる海盆である．最深所は 802m で

790～800mの広い海盆底を有する．

〔天売舟状海盆〕 武蔵堆南部・小樽堆および天売西方大陸棚lζ固まれる舟状海盆で，最深所は 330m.南部

は小樽堆東側の谷をへて石狩海盆へ変っていく．

〔武蔵海盆〕 武蔵堆北部・忍路海山・海洋海山・北，西積丹海丘などに｜剖まれる海盆．最深は l,670111であ

るが，南部は徐々lζ深くなっていくものと思われる．

〔利尻舟状海盆〕 天狗の鼻から36共同堆・積丹堆lζつつく一連の地形的高まりは，武蔵堆を横断する北北京

一南南西方向（天狗の鼻方向）の背斜による顕著な隆起諒；である．天狗の鼻の西側lとは乙れに平行する地滑状

凹地がある.t也j存者j；の両側l]Iζは顕著な断層があり，断層崖の下部lζは海盆底より深いy{Jf_ーがある．その最深は東

側の溝が 40lm，西側の滞が417mである．地i誌は北l乙向って深さを増し，礼文島西方から様太西方lζつづく

舟状海盆へと変っていく．仙法志堆西方では利尻地花帯からとの舟状海盆への斜面l乙海底谷がみられる．これ

を利尻海底谷と仮称する．

ホ海底谷

利尻海底谷のほか，石狩湾の大｜：主斜TIIHζも3つの小さい海底谷がある． （第3表）

石狩海底谷は，雄冬岬の西lζあって商lζ傾動する基盤地塊の南縁l乙沿ってみられる谷で，谷頭付近の横断面

は顕著なV字形を示す．谷頭水深は少なくとも 307mの地点では確認され，それより浅いととは確かである

が，大陸棚を刻んでいるかどうかはわからなかった．縦断面傾斜は水深650mまでは急で 2° 1どであるが，
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それ以深は 0° 25＇となって石狩海盆へつづいている．

余市北方の浅い張り出し部の東仮uの谷を余市海底谷，西側を積丹海底谷と呼んだ．前者は大陸斜面の途中で

消え，後者は不明瞭ではあるが石狩海盆底へつづいているようである．

TABLE 3 TOPOGRAPHY OF SUBMARINE CANYON 

名 初i 長深水端末深J
A
 

頭谷 さ 谷の方向

石狩海底谷 307mより浅い 770m 17 km 北西一南東

余市海底谷 238m ，， 470 9. 4km 北南

積丹海底谷 455m ，， 700 15. 5km 北；｜七回一南南東

利尻海底谷 370m付近 420 18 km 北一南曲流

3・2 ！也質

イ 地層区分の標準

音波探査記録lと見られる地層を上位から下位へ，次の標準で区分し追跡した．

A層：；最上部にあって凹所を水平に埋積するか，あるいはゆるい斜面上では地形に平行して薄く堆積する地層

である．

ただし利尻島から留萌沖の大陸棚および海盆では次の二つを一括している恐れがある．一つはB層以下の

地層がつくる問所を水平に怠！積する本来のA層であるが，もう一つはその下位にあってB層以下を平行にお

おうもので， jjfjJ冒との閥l乙弱い不整合があるかも知れないと思われる部分である．

BJ首： C層の上にほぼ整合的l乙乗る層理の明lit（な地層．縁辺音r~では Cl昌をオーバーラップする．またj吾厚のう

すい所ではC層との区別が.7'.1f~ しくなる.A層！とは不整合でおおわれる．

C層： D層の上にある濃い縞目のはっきりした地層．盆地中心部ではDI長と整合的であるが縁辺部では不整合

である．

D層： C層の下にあり記録の見かけは，白く抜けたいわゆる透明層である．下位のEl選（基盤I）とは盆地中

心部で整合的であるが，縁辺では一般に不整合である．調査区域の凶主幹部では厚いDI員のr:pICJ~Jt'J!lii'J Iζ顕著

な反射面が現われることがある．乙の面はD層の周辺と斜交することがあり， D層内部の部分的不盤合面の

ようである．

基盤I(E層〕： D層の下位にある不透明層である．地質図ではE］選以下を基盤として一括しているが，地質断

面図では基盤を2つに分けている．その上部が基盤工（E層〕である． ζれには2つの型があり，盆地中心

部ではD層と整合的な厚い堆積層であるが，縁辺部では次にのベる基按Eを薄くおおっている．

TABLE 4 STRATIGRAPHIC DIVISION 

A 屠

B 層

C 届
D 屋川，...＿，..，，..日＿，..，.，》

基主主l(E居）

基盤E
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基盤亙：最下部にみられるはっきりした音響学的に不透明な基盤．

以上の全体的関係は層序表lζ示したとおりである． （海底地質図参照）

口 地層の分布と構造

各地層を形成した堆積盆地の変遷は，おおよそ次のように要約できる．堆積盆j也の面積はE層のII寺代l乙最大

で，乙の時代l乙は基盤亙のつくる凹凸の大半は海中l乙没していた.D層のl時代ICはζの凹凸の一部が海上IC現

われ， D層は問所を埋積して下位の地層lζ アパット＊する形をとった.D層i詮積後の構造運動によってC層の

堆積余地は最も狭くなった. c層堆積後は面積は拡大の傾向をとり， B層は下位層をオーパーラップする形と

なった.A層は主として問所を埋積する形で現在まで引きつづいて堆積している．

〔大陸棚〕 利尻烏から増毛沖lζいたる大陸棚では，利尻から暑寒別岳l乙向かう北北西一南南東方向lζ雁行す

る槌曲構造があり，背斜部l乙は基旋やD層の露出がみられる．乙の隆起帯と岸線の問l乙向斜紬（留萌一当別の

方向と一致する〉があり，新しい堆積物の堆積による滑らかな地形面をつくっている．現在の大陸棚の原形は

D層堆積中から徐々に形成されたもので， D層堆積後l乙生じた凹i也をC屑と，主らにそれをオーパーラップす

るB層とが埋積した．前述の北北西一南南東方向の摺曲はB層以後IC生じたもので，この間凸はA層lとより埋

積され，ウノレム氷期の海面低下で波蝕されて現在の大陸棚にみられる不規則アメーパ状の地層分布を形成した

ものと思われる．

雄冬附j中では基盤は不明であるが，厚いD層の上lζ薄く C•B層が堆積している．石狩川河口の北西方では

地形的回所を埋めてA層が薄く堆積しており，海底lζ露出するものはB層（ときにはC層）である．余市北方

と積丹北方の張り出しにはD層と基盤とがそれぞ？れ｜隆起して海底l乙露出している．

〔北武蔵堆〕 E層堆積中にも一部は海上lζ現われていたと思われるが，その後D層・ C層堆積持代lとは隆起

して古武蔵島の面積は拡大した．同堆北東部では現在の水深約350mのところ，西側では約220mのと乙ろが

D層分布の上限で，一部l乙はD属を切る波蝕商も存在する．

B層堆積i侍lζは烏の面積は一部で縮小したが，依然隆起の傾向にあった．しかしB層堆積後lζ北西一南東方

向の招曲が起乙り，乙れを契機l乙古武蔵島は沈下し， A層におおわれるようになった．

〔武蔵堆南部〕 天狗のあど付近ではD層がはい上がっており，一部は基縫lζアパッ卜している．同堆の西側

斜面では各層がほぼ整合的l乙堆積し， B層堆積後の摺曲をうけ， A層堆積後lζj皮剣！をうけ西向きlζ傾勤してい

る．

〔天狗の鼻および利尻地溝帯〕 天狗の鼻から36共同堆につづく地帯はD層堆積後の構造運動でI~量起した. E 

層堆積中から｜盗起をつづけていた北武蔵堆lζアパットするように堆積していたD層は，天狗の鼻方向の構造運

動をうけ隆起した．天狗の鼻はl注化してウノレム氷期の波蝕をうけてその後lζ東向きに傾勤している．

利尻地溝帯の問i也l乙はC層， B層が堆積し， B層以後の裕也をうけた. A）習はその上を不整合におおうので

あるが，西側lでは北武蔵堆lζ沿う古い波蝕面をオーバーラップする形で堆積しているので， A層堆積中l乙北武

蔵堆は東l乙向って相対的に治下したものと考えられる．

〔天売舟状i毎盆〕 D層堆積中から生じた洗｜毎帯にはC, B層が堆積した.c層は大｜注側・大洋側の斜面l乙ア

パットし，舟状海盆中央部で厚く縁辺郊で薄い. B層は小樽堆と天狗の鼻！とはアパットし，大陸棚ではD層l乙

直後のるような形でオーバーラップして堆積している.B層堆積後l乙北南ないし北西 南東方向の強い招曲

をうけ， A）膏はその起伏を埋めるように水平［ζ堆積している．との摺曲は大陸棚外縁の形i乙平行して方向をか

＊アパット：上位の地層が基盤の侵蝕面と平行せず，斜交してぶつかる地積状態をいう．
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えているが，乙れは海底下lζ存在する基盤の分布とも関連があると推定される．

〔小樽堆〕 小樽堆は二つの地塊l乙分けられる．一つは基盤Eの北西一南東の隆起帯が同堆北半部のE層をの

せて隆起・ l密化した部分である． ζの方向は増毛一小樽堆一南武蔵iを，天売・焼尻一武蔵堆などにみられる方

向である．もう一つは， ζの隆起にアパットするD層の堆積後lζ，ζの方向とわずかに斜交して隆起し波蝕を

うけた南半部である．なお，小樽堆l乙対してはB層， C層がアパットしている．

〔石狩海盆〕 海盆底ではD層以下は記録として得られなかったので下限は不明であるが， B層， C層が厚し

こうした海盆としてはA層がきわめて薄い．石狩湾沿いの大陸斜面ではB層が露出し， A層の被覆は海底谷な

どにも見られない．雄冬岬西方では基盤のつくるゆるい斜面の上iζ直接B, C堆が堆積し，その上を平行にA

｝留がおおっている．

小樽i佐西方は石狩海盆の北斜面にあたり，今回の測量区域の堆積と摺曲の典型的ノfターンを示す所である．

E～B層がほとんど整合的1(＿堆積し，北一南方向ないし北北京一南南西方向の招曲をうけている．積丹半島か

ら伸びる積丹海脚は， D, C層の堆積中から続行する招曲lとよって生じた隆起部で， B／雷堆積前iζはすでに地

形的l乙高くなっていた. BJ霞はその東側で断層面lζアパットし，西側では背斜紬にはい上がる傾向を示してい

る．

〔武蔵海盆〕 武蔵海盆の大部分の地域でE～B層までのほほ整会的な堆積があり，これらの地層の堆積中か

らひき続いていた構造運動は， B層堆積終了後lと完成した．乙のため， B層までを摺曲して形成された起伏を

埋めるA属の水平な堆積が各所lζ見られる.B層は一般に薄く，所によってはC層が海底に露出する場合もあ

る．摺曲の方向は奥尻海嶺の方向lζ平行する北南ないし北北西一南南東方向で，武蔵堆の南方から西方にか

けては同堆を取り巻くような形lとなっている．

武蔵海盆南部にある積丹海丘群では基盤が露出している．一般にC, D層とも背斜部で薄く！句斜部で厚い傾

向がある．

〔奥尻海嶺〕 忍路海山ではEl員のよl乙整合的lと堆積したD層が繍曲をうけ露出し，その東縁は断層崖となっ

ている．しかし，山頂の北部ではB層が露出し，こ乙で一部が！進化し波蝕されている．海洋海山でも同様な状

況でD層が露出しているが，その厚さは東側斜面で厚く西側斜面では薄い．西側斜面は日本海盆にいたる急斜

面で，乙 ζl乙は基盤が露出している．

一般にC, B層は奥尻海嶺では急激に少なくなっている．乙れは元来堆積が行ーなわれなかったためであろ

う．央尻海嶺はD層堆積中から隆起をつづけていたので，東方の陸地からもたらされる堆積物は同海嶺では低

い部分l乙しか堆積せず，主として武蔵海盆が堆積の中心であった．忍路ilit山の東縁の断層がB層堆積後lζ完成

したとはいえ， B, C層は大きくは災民海嶺lζアパットする形で堆積していたものと推定される．

ハ構造発達史

ζの地域ではD層堆積前のrt;くから存在した基盤の凹凸の方向， D層堆積中からの構造運動の方向などが複

雑に分布している．後者には地域による時代的な差異もある．乙れらを総括して構造の方向を云々することは

全体的には悶雑である．そζで構造発達史として時代別の構造と堆積の状況を述べる．

〔E層堆積前〕 積丹l時！と雄冬山市のj中には，大きくは北西一南東方－向lζ張り出す基盤の高まりがある． ζこで

は基盤Eがはっきりと見られ，その上lζあるE層は薄いか欠如している．乙の2つの高まりに挟まれた石狩湾

の方向はいわゆる石狩低地帯の方向であり， E層堆積以前からの方向と考えるととができる．

天狗のあど一小樽堆一増毛の方向，天売・焼尻一武蔵堆という北西一南東方向lともE層以前の基盤の分布が

あり，前述の石狩低地帯方向とも思われる古い構造である．
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E層堆積前l乙は積丹半島はもっと北へ伸びていたし，雄冬山平西方，小樽i往付近，武蔵堆の~iむなどは島とし

て海上にその姿を現わしていた．

E層は乙うした海lζ堆積したものと忠われる.E層の堆積盆j也はζの地域のその後の堆積層l乙比べて最大の

面積を示している．

〔D層堆積時代〕 D層堆積前までは，上記の傾向はほとんど変化がなかった．小樽堆北部が北ー南方向の隆

起をしたのみで，武蔵堆はほとんど海面すれすれの島であったし，武蔵海盆がやや問地をなしていたので全体

l乙起伏の少ない海が広がっていた．

しかしD層堆積中には各所で隆起と沈i岩手が進行した.D層の堆積はほぼ全域にわたって一様に進行したが，

増毛から手lj尻にいたる大陸棚の原形はD層堆積中にほぼできあがり，手lj尻・暑寒別需の東側［とは出降帯が生じ

て厚い堆積がその後も引きつづいている．天売舟状海盆が沈降を始めたのも乙の時代である．しかし洗降の中

心は石狩海盆とその北方の地域であったといえよう．

〔D盾堆積後〕 D層堆積後l乙は各所IC構造運動が起った．天狗の鼻から36共同堆，そして，積丹堆lζいたる

！復起とその北側l乙利尻i也if/f:帯；をつくった北北東一南南西の構造運動はその代表的なものである． ζれを天狗の

鼻変動と呼ぶ乙とにする．

忍路海山・海洋海山などの奥尻海嶺の隆起，また積丹海脚の隆起・余市海脚の隆起もζのl時代lζ始まった．

ζれらは北一南方向の構造運動である．また武蔵堆全体の隆起も乙の時代lζ始まった．このように天狗の鼻変

動の一連の構造運動は土佐積盆地の分化と盆地面積の縮小をもたらした．

〔C, B層堆積時代〕 分化した海盆l乙は引きつづいてC届の堆積が行なわれ，盆地中心部ではD層と整合で

あるが縁辺部では下位層lζアパットする形の堆積が起った．しかし，盆地面積の縮小（いいかえると全体的隆

起）はC層堆積中が最大で， C層以後には全体的i沈降が起って， B層は下位j員をオーパーラッア。する形で堆積

している．

C層堆積後の構造としては奥尻海嶺東縁の北南性断層，武賊J.jj;周辺の招曲があげられる．またB層堆積中

l乙は武蔵海盆付近の南西方向への全体的な傾動が起った．

B層堆積後l乙はこの地域全体において最も顕著な構造運動が起って，ほぼ現在の海底地形が完成した．武蔵

海盆，石狩海盆，天売舟状j毎盆，そして大陸棚全域にみられる摺曲は乙のi時代にでき上がった．その方向は，

ほぼ北南性であるが，北北西一南南東から北北東一南南西までのいろいろの方向をとっているのは，それ以

前の基盤や天狗の鼻変動の隆起帯の影響によるものである．乙の時代の変動を武蔵土佐変動と呼ぶζ とにする．

〔A層堆積時代〕 武蔵堆変動によって生じた盆地lζは， ζれを水平lζ埋積するA層の堆積が起り，乙のほか

利尻暑主主別帯の形成，武蔵堆の沈降などもあった.A層堆積中にはウJレム氷期の約140mの海面低下があっ

て，大陸棚や武蔵堆の波蝕が起った．波蝕面形成後もなお増毛一小樽堆の線を境にして，北部では天売舟状海

盆を軸として武球土佐北部と天狗の鼻は東lと，大陸棚は西lと傾勤し，小樽堆は南西方向lζ傾動をつづけて現在l乙

いたっている．

ニ対比

今回の採取されたj皮質のうち，岩盤としては北式j故堆の砂岩，小樽堆北部のシノレト岩，余市海！闘の緑色シノレ

ト岩がある．佐々保雄教授の助言によると第1のものは増幌層，第2・第3は稔内層の岩石lζ類似している．

しかし何分にも地点数が少なく，しかも音波探査記録の海底下数m？ま判読が非常に難しいという事情もあっ

て，直接的な岩石による対比は参考にとどめた．そして地層の対比は前述の構造運動の傾向を陸上の地質構造

発達史と比絞するととを中心にして考え，岩石の判定を乙れに加味して次のように現在のと ζ ろ対比してみ
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た．すなわち， E層以下を増幌階， D層を稚内階， C層を声閲・男知階， B層を更別階， A層を第四系と考え

ている．

3. 3 地磁気

ζの報告文！C｛土地磁気の図は省略しているが，地磁気全磁力図を作成しているので，これを概括的！と説明し

ておく．

この海域における全磁力の分布は複雑で，地磁気異常を論ずるならばなんらかの形で地磁気異常図を作る必

要があるが，とりあえず全磁力の分布図から考察する．

武蔵堆北部以西の区域は normalであり，等磁力線の方向も北東一南西方向で normaldistributionとほ

ぼ一致している.44° 20' N 以南では等磁力線開隔は疎であるが方向は東一西方向となる．

ζのifiJ域における地磁気異常の分布は，天売・焼尻島から武蔵堆北部にかけて幅約30海里で，北西一南東方

向lζ局所異常が集中しているのが特徴である．とくに天売・焼尻島周辺において顕著であり，天売島西方約8

7毎里付近lと約500rの正異常がある．とれに対し利尻島周辺ではとくに異常は認められない．

これらの局所異常を詳しく眺めると，天売・焼尻北方の大陸棚外縁部や武蔵堆北部lとは小さな異常が密集し

ている．天狗の鼻・ 36共同堆にいたる天狗の鼻方向と等磁力線の方向は平行しており，手lj尻丸ll滞帯でとくに乙

の傾向は著しい．武蔵堆南部の天狗のあど付近，小樽堆北部などのように音波探査の結果基盤が浅いと忠われ

る所lと地磁気異常の分布するととが多い．武蔵海盆から奥尻海衡にかけては地磁気異常はほとんど見られな

い．との付近で基盤とされたものは堆積岩的なものではなかろうか．

石狩湾では沿岸部の音波探査が不足しているので詳しくはわからないが，雄冬出甲西方と積丹半烏沿いの大陸

棚上！C局所異常がありそうに思われる．との地域では従来からも船舶や航空機から磁気コンパスが異常方位を

示すという報告がある． ζの付近の陸上の地質が火成岩である ζ とからf考えると海底［ζ見られる基盤はその延

長で，乙れが磁気異常を形成するものと思われる．

4，おわりに

今回の調査によって北海道西方の海底地形地質の概要を明らかにする事ができた．本調査報告が今後の施策に

いくぶんでも役立つならば幸いである．

最後lζ乙の調査l乙あたつたillリ量船「明洋J船長奥村英明（45年度） Jニ悶三郎（46年度） ！まか采

び｛と，第1管区海上保安本部水路部の皆様！と厚く御礼申し上げる．

一つの報告が世lと公表されるまでには，とうした多くの人々の援助や協力が必要である乙と！とわれわれは感謝

する．

図について

本図表は， ζの調査の基礎になった音波探査の記録集である．

1. 図は，原記録を写真で複写縮小してある．

2. 図の配列については，東西系列は北から南lとおおむね測線i頃にかかげ，右側を東にしである．それ以外の

南北または斜めの系列は，おおむね西から配列し，北を右lζしである乙とが多い．

測線番号は，図の左肩l乙記しである．
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